
◆企 画 名  防災について学ぶ 

日  程  2018 年 11 月 25 日（日） 

場  所  兵庫県神戸市 人と防災未来センター 

参加者数  7 名（ピア・サポータ 3 名、研修生 3 名、留学生 1 名） 

目  的 

近年、日本だけでなく、世界中の深刻な災害のニュースを頻繁に目にするようになり、

防災について考える機会が増えたとはいえ、未だに他人事のように捉えている人も多くい

る。今回の企画では防災という一つのテーマについて模擬体験を交えながら、日本人学生

と留学生がともに考えることで、交流を図る機会とする。 

内  容 

12:30 参加者集合 

12:51 阪急関大前駅出発 

13:37 阪急三宮駅到着 

13:41 三ノ宮（JR）駅出発 

14:00 灘駅到着、移動 

14:30 人と防災未来センター到着、館内見学開始 

17:00 灘駅で参加者解散、KU ブリッジメンバーでフィードバック 

効  果 

・留学生と共に防災について学ぶことで、お互いの国の災害状況について交流しながら知

ることができた。 

・災害が多い国に住む人間として、留学生も日本人学生も改めて防災意識を持つきっかけ

となった。 

改 善 点 

・下見では自分達だけで館内を見学し、当日だけ施設のガイドを付けたので、展示物の説

明などに時間がかかり、自由に中を見学して留学生と交流するのが難しかった。 

→下見でもガイドを付けるなどして本番と同じような状況を作り、事前準備を万全にす

る。 

・企画の告知で詳細が伝わらなかった。 

→ポスターやインフォメーションのお知らせに企画の内容を伝える文を入れる。 

感  想 

 当初の計画よりも応募者が少なく、当日のキャンセルも出てしまったため少数での見学

となってしまった。しかし、人数が少ない分全員が交流することができ良い面もあった。

応募者が少なかったというのは企画内容への関心が薄かったという意味でもあるので、参

加者の需要に合わせた企画をこれから考えていきたい。 

 


